
 あそぼーかいでは、月に1回30分程度の子供向けイベントを行っていま

す。内容は、日本の季節の行事や文化にちなんだ手遊びや紙芝居、工作で

す。ボランティア参加に資格や経

験は不要です。子供たちと一緒

に、楽しい時間を過ごしません

か？もちろん、小さなお子さん連れ

での参加も大歓迎です！ 

 最後は恒例のお誕生日会です。あそぼーかいでは毎回お誕生月のお

子さんをみんなで

お祝いしています。

手 作 り メ ダ ル と
Happy Birthday to 

you のお歌のプレ

ゼントに、夏休み明

けからはお誕生日

ステッカーも用意し

ます！是非お誕生

月にも遊びにきてください。 

 また、今回はあそぼーかいの後、ご参加いただいたお子さん・保護者の

方同士で交流いただく時間を持ちました（参加自由）。短い時間でした

が、畳の上で子供たちを遊ばせながら、お母さん達だけでなくスタッフも

一緒に会話が弾みました。ヒューストンに来て間もないご家族や、同年齢

の小さなお子さんをお持ちのお母さん達の情報交換、子供同士の交流の

場としてもご利用いただけるよう、今後もこのような時間を持てたらと考えて

おります。5月5日子供の日、ヒューストンの子供たちの健やかな成長と幸

せをお祈りしております。 
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駐妻のヒューストン日記 

 今月は5月ということで、「子供の日」をテーマにあそぼーかいを行いま

した。まずはあそぼーかいのマスコットキャラクターのとらお君が兜をか

ぶって、とらこちゃんと一緒に登場です。とらお君・とらこちゃんサイズのこ

いのぼりも出てきて、子供たちは興味津々。子供の日の説明も少し難し

かったようでしたが、それでも一生懸命聞いてくれました。 

 とらおくん・とらこちゃんコーナーの次はからだあそびです。今月の曲

は、子供たちに大人気の『バスに乗って』。お母さんお父さんのお膝に

乗って右に左に揺られる子供たち、とっても良いお顔でした。 

 子供の日にちなんで紙芝居は『くーすけのこいのぼり』を読みました。

子供の日にお友達の家に飾られているこいのぼりを見て羨ましいくーす

け。お家に帰ると、くーすけのお家にも大きなこいのぼりがやってきた！

というお話です。ヒューストンではこいのぼりを目にする機会がほとんどあ

りませんが、絵本ではみんなのお家のベランダや庭にこいのぼりが飾ら

れていました。そこで、みんなのお家にもこいのぼりを飾ろうということで、

今月の工作コーナーでこいのぼりを作りました。折り紙でできたこいのぼ

りに目をはったり模様を描いたり、思い思いにこいのぼりをデザインしても

らいました。デザインしたこいのぼりはストローに貼り付けて完成です。そ

して、完成したこいのぼりを持って『こいのぼり』の歌を歌いました。『こい

のぼり』の歌に合わせて、子供たちオリジナルのこいのぼりが元気いっぱ

い泳い

でいま

した。 

来11th Gradeの年齢でしたが10th Grade

から入学、弟は9th Gradeで入学し三年で

卒業したので、二人同時の卒業になりま

した。卒業式は日本のように厳粛ではな

くお祭りのよう。私にとっては拍子抜けで

したが、とても貴重かつ楽しい経験でし

た。 

卒業後、二人はコミュニティーカレッジ

へ進学。コミュニティーカレッジとは、成人

も通う二年制の学校です。アメリカは大学

の学費が高すぎるため、安価なカレッジに二年通い、三年目から四年制

大学に編入するという方法があります。ローカルの方も選択する方法だ

そうで、入学試験は無く、ウェブサイトで登録して完了。編入制度によっ

てレベルが高い大学へも比較的入りやすいと言われています。カレッジ

で基礎知識を学び、三年目からは大学で専門分野について学びます。

カレッジ入学以降は本人達がすべて自分で解決しています。なぜならも

う、彼らの英語力の方が遥かに高くなったから。渡米直後は私任せだっ

た子供達…成長の速さには本当に驚きます。 

さて私はというと、日本から連れてきた愛犬と、ヒューストンで保護犬

だった子の二匹と散歩をするのが楽しい毎日を送っております。最近は

縁あって動物保護活動団体から依頼を受け、Foster として微力ながら

お手伝いをしています。 

知ったつもりでいたアメリカという国。でも実は知らないことが多く、

日々カルチャーショックから始まったヒューストン生活でしたが、新しい体

験、新しい出会い、そして子供達の成長、それらはとても貴重で、この先

家族の糧になればと思っております。 

ヒューストンに来てからもうすぐ4年になります。主人の転勤が決まった

頃、息子達は進路について話し合う時期でした。 

当時長男は高校2年生、次男は中学3年生。同行するかは彼らに選択

させました。友人達との別れ、文化や言語の違い等、大変な事ばかりで

あろうにすんなりと同行を承諾。正直意外でした。若さゆえの選択であっ

たと思います。彼らの英語の成績は悪くありませんでしたが、コミュニケー

ションとなると話は別。ただ、自分達で渡米を決めたからか、言葉の壁に

対して文句を言わず学校に通ってくれました。問題は私です。学校のシ

ステムが全く分からず、相談できる方もいませんでした。幸い程なくして

主人の会社の方から、同じ学校のご家族を紹介いただきました。それか

らは質問攻めの毎日。日本人コミュニティのありがたさを痛感しました。私

は電話での英語の聞き取りが特に苦手で、わざわざ学校へ足を運び聞

きに行ったこともあります。 アメリカは担任制ではなく一人のカウンセラー

が何百人もの生徒を抱えており、子供の担当者に何かと尋ねる機会も多

くありましたが、とにかく略語の多いこと。知らない単語や言い回しのオン

パレードで初めはかなりストレスでした。こうして一年が経つ頃、コロナの

蔓延によりキャンパスに通えない状況が続きました。 

下の息子は、いつ本帰国になっても良いように Early Graduate という

制度を利用しました。これは本来四年制のカリキュラムを、オンラインキャ

ンパスを使って単位を取得し三年間で卒業するというもの。とてもハード

な状況でしたが、やりきってくれました。努力が実り、無事卒業。兄は本

今 後 の 開 催 予 定 

紙芝居 

 あそぼーかい : 次回、9月の予定はヒューストン日本商工会Facebook、

ヒューストンなびにて8月以降にご確認ください。やむ

をえず中止や予定変更になる場合もあります。 

読み聞かせの会 :  9月の開催日は未定です。HPにてご確認ください。 

こいのぼり工作 
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